
 

 成果指標と進行管理 

 

指 標 
基準値 

（平成 26 年度） 

目標値 

（平成 35 年度） 

基本目標１ 「もったいない」で暮らしを見直す           

 

市民 1人 1日当たりの一般廃棄物排出量（家庭系） 625g/日 562g/日 

市内全事業所の一般廃棄物排出量 13,645ｔ/年 10,525ｔ/年 

一般廃棄物のリサイクル率（家庭系） 22.8％ 24.6％ 

市民 1人当たりの資源ごみ回収量（家庭系） 51.1kg/年 60.4kg/年 

資源集団回収に取り組んでいる地区の割合 100％ 100％ 

基本目標２ 省エネルギー型の暮らしに転換する 

 

再生可能エネルギー発電設備導入容量 12,962kW 28,281kW 

環境にやさしい取り組みを行っている市民の割合（市民

アンケート） 
45.6％ 70％ 

基本目標３ 自然を守り、自然と共に暮らす 

 森林整備面積 372ha/年 600ha/年 

植林などの森林保護活動イベント参加人数 105 人 400 人 

グリーンツーリズム受入者数 1,926 人 2,700 人 

自然環境を守るための行動を実際に行っている市民の

割合（市民アンケート） 
59.9％ 80％ 

基本目標４ きれいな環境で安心な暮らしを守る 

 大気汚染物質（NO2、SO2、SPM)の環境基準達成率 100％ 100％ 

環境基準の類型指定河川（北上川、葛丸川、稗貫川、添

市川、瀬川、豊沢川、猿ヶ石川）の水質（BOD）の環境

基準達成率 
100％ 100％ 

定点観測による一般環境騒音の環境基準達成率 88.9％ 100％ 

悪臭モニターの年間感知件数 579 件 450 件以下 

汚水処理施設整備率 88.0％ 93.5％ 

水洗化人口割合 76.0％ 85.8％ 

基本目標５ 暮らしに安らぎを与える 

 

花壇等実践者登録件数 339 件 350 件 

地域の中で花による美化が進められていると感じる市

民の割合（市民アンケート） 
57.2％ 70％ 

住んでいる地域の美化活動に参加している市民の割合

（市民アンケート） 
53.8％ 70％ 

環境学習・情報発信（基本目標に共通する事項） 

 環境マイスターを派遣した研修会等の参加者数 547 人 880 人 

 

○成果指標のチェック等により本計画の進ちょく状況を毎年検証し、

ＰＤＣＡサイクル（計画・実行・点検・見直し）を活用した進行

管理と評価を行うほか、年次報告書を作成し、公表します。 

 

 

第２次花巻市環境基本計画 概要版（平成 28年 3月） 

   花巻市市民生活部生活環境課 

   〒025-8601 花巻市花城町 9 番 30 号 

   TEL：0198（24）2111  FAX：0198（21）1152 

   花巻市ホームページアドレス 

    http://www.city.hanamaki.iwate.jp/ 
※花巻市環境基本計画は、市ホームページでご覧いただくことが 

できます。 

  

  

                        

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   花巻市環境基本計画とは 

 花巻市環境基本計画は、平成 18 年に施行された「花巻市環境基本条例」に基づいて策定するもので、本市

の環境行政の基本的な考え方を示すものです。 

本市の豊かな自然や安全な暮らしを守るためには、現状を的確にとらえた環境施策に取り組むことが重要

です。第２次花巻環境基本計画（平成 28 年度～35 年度）は、前計画の期間（平成 20年度～27年度）満了に

あたり、これまでの取り組みの成果や社会情勢の変化などを踏まえて、策定しました。 

なお、本計画は、必要に応じて見直しを行います。 

 

   対象とする環境 

 本計画では、「私たちの暮らし」の視点から環境をとらえ、「ごみ減量・資源化」「温暖化対策」「自然環境」

「生活環境」「環境美化」の５つのテーマに基づいて取り組んでいきます。 

 

      望ましい環境像 

 望ましい環境像とは、本市がこれからどのような環境を目指して取り組みを進めていくかを示す長期的な

目標です。本計画では、豊かな自然環境を守りながら、本市が抱えるさまざまな環境問題に市民・事業者・

市が協働で取り組むことで、私たちが安心して心豊かに暮らすことができるまち「花巻市」を次世代につな

ぐことを目指します。 
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 基本目標と施策の方向 

 

 

 地球温暖化の進行を防ぐために私たちにできることは、省エネルギー

型の暮らしに変えることです。市民・事業者・市がそれぞれの立場で取

り組み、また、地域資源を生かした再生可能エネルギーの普及促進を図

ることで地球温暖化対策を推進します。 
 

【施策の方向】 

 ○二酸化炭素の排出抑制  ○再生可能エネルギーの導入推進 

【率先して取り組もう】 

－市 民- 

・照明や電化製品などのスイッチは

こまめに切ろう。                  

・冷暖房を使用する時は、室温が夏

は 28℃、冬は 20℃となるように設

定しよう。 

・自家用車の利用を控え、バスや列

車などの公共交通機関や自転車を

利用しよう。 

・再生可能エネルギーについて学ん

でみよう。 

－事業者－ 

・事業所のエネルギー使用量を把握

し、効率的な使用に努めよう。 

・再生可能エネルギーを利用するな

ど、環境負荷の少ないエネルギー

を採用しよう。 

 

 

 

 

 私たちの暮らしの中で最も身近な環境問題は「ごみ」です。ごみの排

出量を減らすためには「もったいない」の意識を持ち、継続した３Ｒ（発

生抑制、再使用、再生利用）運動が大切です。そして不法投棄を許さな

い、循環型社会を形成します。 
 

【施策の方向】 

○家庭ごみの減量と循環の仕組みづくり 

 ○事業ごみ減量の推進  ○不法投棄を許さない  ○啓発活動 

【率先して取り組もう】 

－市 民- 

・ごみ分別を守り、決められた日、

決められた方法で、決められた場

所に出そう。 

・マイバックやふろしきを持ち歩き、

レジ袋や過剰包装を断ろう。 

・生ごみは水分を十分に絞ってから

ごみに出そう。 

・資源集団回収などのリサイクル活

動に地域で取り組もう。 

－事業者－ 

・使い捨て製品の使用の見直しや食

品ロスの削減などにより、廃棄物

の発生を抑えよう。 

・リサイクル材や再生材を原材料と

する製造方法を 

検討し、資源の 

有効利用や省エ 

ネルギーに努め 

よう。 

 

 

 

 
 

 

 私たちの暮らしに安らぎは必要です。市の名前にふさわしい花いっぱ

いのまちづくりを推進し、花巻の地域資源を生かした景観づくりにも取

り組んでいきます。また、適切な管理が行われていない空き地や空き家

の問題にも対応し、快適な生活空間を創造します。 
 

【施策の方向】 

 ○花いっぱい運動  ○地域にあった景観の保全 

 ○きれいなまちづくり 

【率先して取り組もう】 

－市 民- 

・花いっぱい運動に積極的に参加し

よう。 

・野山や水辺では必ずごみを持ち帰

ろう。 

・地域で実施する川や道路、公園な

どの清掃活動や早朝一斉清掃に積

極的に参加しよう。 

－事業者－ 

・事業所などの敷地内は積極的に緑

化しよう。 

・地域の美化活動に積極的に参加し

よう。 

 

 

 

 

 本市は市街地を取り囲むように里地・里山が広がっており、私たちは

豊かな自然の恩恵を受けて暮らしています。この自然を守るためには、

環境保全に取り組むとともに、身近な自然と触れ合い、学ぶことも大切

です。花巻にあった人と自然の共生の在り方を考えながら、保全活動を

進めていきます。 
 

【施策の方向】 

 ○里地・里山の保全  ○自然との触れ合いの推進  

 ○すぐれた自然環境と市全体の生物多様性の保全 

【率先して取り組もう】 

－市 民- 

・大人も子供も自然の中で遊び、学

ぼう。 

・「希少種の持ち帰りは絶対しない」

などのマナーを守ろう。 

・植林活動や下草刈 

りなどの里山保全 

活動に参加しよう。 

 

 

－事業者－ 

・建物等の設置に際しては、希少な

動植物や地域の生態系の保全に努

めよう。 

・市や環境関連団体が実施

する自然に関連するイベ

ントなどに協力・参加し

よう。 

 

 
 

 

 本市の空気や水などがきれいであることは誇れることであり、この良

好な環境を次世代へ継承していくことは私たちの責務です。日常の活動

に伴い生じる身近な環境問題に対処し、広域的な問題にも理解を深めな

がら、更なる環境改善に取り組んでいきます。 
 

【施策の方向】 

 ○大気環境の保全  ○水環境の保全  ○騒音・振動対策 

 ○悪臭防止対策   ○化学物質対策  ○放射性物質対策 

【率先して取り組もう】 

－市 民- 

・廃食用油や調理くずなどを排水口

に流さないようにしよう。 

・ペットの鳴き声や日常生活で発生

する騒音や悪臭については、周囲

に配慮しよう。 

・庭先などでのごみの焼却はやめよ

う。 

－事業者－ 

・環境関連の法律や条例を守り、公

害防止や環境汚染防止に努めよ

う。 

・化学物質の環境 

への排出や管理 

について情報公 

開しよう。 

 

 

基本目標１ 「もったいない」で暮らしを見直す 

 

基本目標２ 省エネルギー型の暮らしに転換する 基本目標３ 自然を守り、自然と共に暮らす 

基本目標４ きれいな環境で安心な暮らしを守る 基本目標５ 暮らしに安らぎを与える 

ごみ減量・資源化 温暖化対策 

環境美化 

自然環境 

生活環境 

環境学習・情報発信 

（基本目標に共通する事項） 

 ５つの基本目標はいずれも関連しているため、横断

的に取り組む必要があります。皆さんの環境活動を推進

するため、分かりやすく的確に本市の環境情報を発信す

るとともに、環境保全活動や環境学習を計画的に進めて

いきます。 
 

【施策の方向】 

  ○環境学習の推進  ○環境情報の発信 

【率先して取り組もう】 

－市 民- 

・環境に関するセミナーや

体験会に積極的に参加し

よう。 

・環境のことを家庭で話し

合ってみよう。 

 

－事業者－ 

・地域のイベントや活動に

積極的に参加しよう。 

・ＣＳＲ（企業の社会的責

任）に配慮した事業活動

を推進しよう。 

 

～ 豊かな自然とやすらぎある暮らしを次世代に ～ 


